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はじめに

　タラノメは中山間地域の有望作物として全国的に栽培

が伸びており，徳島県でも県西部を中心に栽培が盛んで

ある。その栽培方法は１２～4月にハウス内でタラノキの

側芽を人為的に萌芽させて収穫する「ふかし栽培1)」が

一般的であり，栽培管理温度によるが収穫まで１５～４０日

程度の栽培期間が必要である。この収穫に要する期間を

予測・コントロールすることができれば，計画出荷が可

能になり，きめの細かな市場への出荷対応ができる。

　そこで，ふかし栽培におけるタラノメの生育について，

収穫に至るまでの有効積算気温及び基準温度を調査した。

また，タラノキは落葉樹であることから，芽の自発休眠

覚醒期も調査した。それらの結果を基に収穫予測の有効

性を検証し，一定の成果を得たので紹介する。 

試験方法

　池田分場（三好郡池田町シンヤマ）で栽培した２～５

年生のタラノキから採取した原木を供試した。品種は

‘駒みどり徳島系’，栽培は年間施肥量N：P2O5：K2O

成分量で 9.6：9.6：9.6（� /１０a）を施用し，栽植密度

は畝幅２００�×株間５０�の１条植えとした。

１　タラノキの芽の自発休眠覚醒期

１）１９９９年度（１９９９年１１月～２０００ 年１月）

　１２月２，１０，２１日，１月２，１２，３１日，２月２２日，３月２，１０，２１

日の計１０回，１回当たり３本の原木を採取し，その原木か

ら１回当たり１２～１５本の駒木（原木を１芽毎に切断した

もの）を得た。駒木は温度２０℃，自然日長に設定した人

工気象器（ＮＫ式人工気象器：日本医化機械製造以下同

じ）内でふかし栽培し萌芽日数を調査した。ふかし栽培

方法は斜め挿し法による水栽培1)で行い，ジベレリン処
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理は無しとした。萌芽日数は“ふかし栽培開始日から芽

の伸びが初めて確認できた日までの日数”とした。なお，

1カ月以上経過しても萌芽しない芽 ･腐敗した芽は未萌

芽とした。

２）２００１年度（２００１年１１月～２００２ 年１月）

　１１月２６，３０日，１２月４，１０，１６，２８日，１月５，１６日の計８

回，約１０�に切断した頂芽のみを１９９９年度と同様の方法で

人工気象器内に置き，萌芽日数を調査した。人工気象器の

設定は温度２５℃，日長１２時間（6:００～１８:００）とした。

２　有効積算気温の調査

　２００１年１２月～２００２年４月の間，ふかし開始日を変えて

斜め挿し法による水栽培を行い，収穫までの日数，ふか

し期間の平均温度を調査した。収穫までの日数は“全体

の芽の５０％が収穫に達した日までの日数”とした。なお，

芽の収穫の基準は第１図のとおり“芽の第１本葉の羽状

複葉の（つけ根）節の部分が，鱗片葉の先端を越えた状

態”とした。ふかし期間の平均温度は，１時間毎の気温の

測定結果を用いて算出した。

　ふかし栽培は温度，湿度，光をパソコンで制御できる

環境制御ボックスおよび人工気象器を使用して行った。

環境制御ボックスの温度は，夜間が低く昼間が高くなる

ように５段階で変化するよう設定した。人工気象器の温

度設定はふかし栽培期間中一定とした。各ふかし開始日

と使用した機器は第３表のとおりとした。その他の条件

は日長１２時間（6:００～１８:００），照度５００lx 程度，湿度９０％

以上とし，伏せ込み時にジベレリン５０ppmを１００mL/㎡

噴霧した。

３　有効積算気温法による収穫予測

　２００２年１１月～２００３年 1月の間，開始日を変えて斜め挿

し法による水栽培でふかし栽培を行い，収穫までの日数，

ふかし栽培期間の平均温度を調査した。調査要領とふか

し栽培の条件は２と同じとした。 

試験結果

１　タラノキの芽の自発休眠の調査

　芽の休眠調査の結果は第１表に示した。

　１９９９年度は１月２日から，２００１年度は１２月１６日から萌

芽日数が２週間以内となった。

　次に，第１表から回帰式を作成した結果は第２図のと

おりであった。この結果から萌芽日数が2週間以内とな

る日を算出したところ，１９９９年度は１２月２８日，２００１年度

は１２月２２日となった。各日の低温遭遇時間（7.2℃ ２）以

下）を池田分場内に設置されているアメダスの観測値か

ら計算すると，１９９９年１２月２８日が７０４時間，２００１年１２月２２

日が６０９時間であった。

２　有効積算気温の調査

　有効積算気温の調査結果は第３表に示した。

　有効積算気温法３）により有効積算気温および基準温度を

第１図　収穫基準：芽の第１本葉の羽状復葉の（つけ根）節

の部分が、鱗片葉の先端を越えた状態

第１表－１　１９９９年度の休眠調査

平均萌芽日数未萌芽調査芽数日付回数

42412１２/２1

26213１２/１０2

19115１２/２１3

12114１ / ２4

10014１ /１２5

6015１ /３１6

第１表－２　２００１年度の休眠調査

平均萌芽日数未萌芽調査芽数日付回数

3825１１/２６1

2705１１/３０2

2505１２/４3

3315１２/１０4

1104１２/１６5

12014１２/２８6

605１ / ５7

804１ /１６8

第２図　平均萌芽日数
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求めるため，収穫までの日数の逆数を，収穫までの期間平

均温度に対してプロットし，回帰直線を求めた。結果は第

３図に示した。第3-1図は全調査期間のデータを用いた。

池田分場圃場のタラノキは２００１年3月中旬頃に芽が生育し

ていたため，第3-2図は3月3日までのデータを使用した。

　次に，温度変換日数法に基づく生理的転換温度を求め

た。アレニウスの法則に基づいて，発育速度の対数と絶

対温度の逆数との関係を示すアレニウスプロットについ

ては，第４表および第４図のとおりであり，直線が折れ

曲がった２６℃ のところが生理的転換温度であった。４ )

このことから，第 3図-2 のデータのうち期間平均気温が

３０℃は，既に生理的転換温度を超えているため，第３図-

３では 3月 1日（№１７）のデータを除いた。

　以上により，第3図-3から，Y＝０.００３７Ｘ－０.００９（R2＝

０.９７８３）が得られた。この結果，有効積算気温＝1／０.００３７

≒２７０℃，基準温度＝０.００９／０.００３７≒2.4℃となった。 

第３表　時期別ふかし調査結果

そ の 他
ふ か し
場　 所

駒木数
期間平均
温 度

収穫まで
の 日 数

ふかし
開始日

№

変温管理ボックス18815.522 １２/２８1
変温管理ボックス1911424 １２/２８2
変温管理ボックス1231230 １２/２８3
温度一定気 象 器61521 １ /１８4
温度一定気 象 器62214 １ /１８5
温度一定気 象 器52611 １ /１８6
温度一定気 象 器52214 １ /３０7
温度一定気 象 器51522 １ /３０8
温度一定気 象 器261521 ２ /１５9
温度一定気 象 器261326 ２ /１５10
変温管理ボックス14814.722 ２ /２５11
変温管理ボックス14512.627 ２ /２５12
変温管理ボックス1431328 ２ /２５13
変温管理ボックス14312.429 ２ /２５14
変温管理ボックス14212.826 ２ /２５15
温度一定気 象 器51323 ３ / １16
温度一定気 象 器103014 ３ / １17
温度一定気 象 器121520 ３ / ３18
温度一定気 象 器141323 ３ / ３19
変温管理ボックス1214.622 ３ / ３20
変温管理ボックス1412.826 ３ / ３21
温度一定気 象 器63013 ３ /１７22
温度一定気 象 器61519 ３ /１７23
温度一定気 象 器51321 ３ /１７24
変温管理ボックス1961321 ３ /２８25
変温管理ボックス16812.923 ３ /２８26
変温管理ボックス29112.325 ３ /２８27
変温管理ボックス652210 ４ / ７28
変温管理ボックス621911 ４ / ７29

第３－１図　１２/２８～ 4/7 のデータを使用した場合

第３－２図　１２/２８～ 3/3 のデータを使用した場合

第３－３図　１２/２８～ 3/3 期間（№１７のデータ除く）の

データを使用した場合

第４表　収穫までの日数のアレニウスプロットのデータ

1/(T+273)LOG(1/G)
期間平均
温度 (T )

収穫までの
日数 ( G )

№

0.00347 -3.09104 15.522 1
0.00348 -3.17805 1424 2
0.00351 -3.40120 1230 3
0.00347 -3.04769 1521 4
0.00339 -2.63906 2214 5
0.00334 -2.43900 2611 6
0.00339 -2.61274 2214 7
0.00347 -3.07577 1522 8
0.00347 -3.05400 1521 9
0.00350 -3.24319 1326 10
0.00348 -3.08047 14.722 11
0.00350 -3.31274 12.627 12
0.00350 -3.32393 1328 13
0.00350 -3.35160 12.429 14
0.00350 -3.25569 12.826 15
0.00350 -3.13883 1323 16
0.00330 -2.63189 3014 17
0.00347 -2.99573 1520 18
0.00350 -3.13549 1323 19
0.00348 -3.09042 14.622 20
0.00350 -3.25870 12.826 21

第４図　収穫までの日数のアレニウスプロット
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３　有効積算気温法による収穫予測  

　有効積算気温法による収穫予測の検証結果は，第５表

に示した。

　収穫予測と実際の収穫日のとの差は，１１月では 2～ 8

日，１２月では 1～ 7日，1月では，0～ 4日であった。

考　　　察

　タラノキは，落葉樹であることから，芽の自発休眠の覚醒

期を調査した。調査は，１９９９年度と２００１年度の2年実施し

たが，栽培温度を一定にしなかったこと，供試した芽の部位

が異なったことによる調査の誤差はあると考えられるが，

この研究では，芽の自発休眠覚醒期を正確に調査すること

が目的でなく，また，もともと自発休眠覚醒期は，年次によ

るふれがかなりある２）ことから，大きな幅で自発休眠覚醒

期を推測するためには，特に問題はないと考えられる。

　自発休眠の完了は，落葉果樹では，発芽所要日数が１４～１６

日以内または発芽率が５０～６０％以上になった場合とされて

いる５）。１９９９，２００１年度の結果では，萌芽日数が，2週間以

内となった時点の低温遭遇時間は，６０９～７０４時間となった

ことから，タラノキの芽の自発休眠覚醒に要する低温(7.2

℃以下 )遭遇時間は，約６００～７００時間程度と推測された。

　次に，有効積算気温法での収穫予測については，得ら

れた有効積算気温：２７０℃，基準温度：2.4℃を用いて，

２００２年度の収穫予測の検証を行った。結果は第５表のと

おりで，低温遭遇時間６００時間未満では収穫予測と実際

の収穫日のとの差が平均 5.0 日，６００～７００時間では 3.6

日，７００時間以上では，1.5 日となった。

　以上のことから，有効積算気温法での収穫期予測は，タラノ

キの芽の自発休眠が完了した後から芽が伸び始めるまでの期

間（池田分場では年度によって異なるが，およそ１２月下旬から

3月上旬の間）にふかし栽培を開始し，かつ，２６℃以下でふか

し栽培を行う芽に対して有効な予測方法であると考えられた。

摘　　要

　タラノメふかし栽培の収穫予測を行うために，タラノ

キ（品種：駒みどり徳島系）の芽の自発休眠を調査する

とともに，有効積算気温と基準温度を調べ，その予測方

法の有効性を検証した。

１　タラノキの芽の自発休眠完了に要する低温(7.2℃以

下 ) 遭遇時間は，６００～７００時間程度であった。

２　自発休眠完了後におけるタラノメの収穫までの有効

積算気温は２７０℃，基準温度は 2.4℃であった。

３　有効積算気温法でのタラノメの収穫予測は，有効で

あった。適用の条件は，

１） ２６℃以下でふかし栽培する。

２）芽の自発休眠の完了後～芽が伸び始める前までの

間にふかし栽培を開始する。

の２点であった。
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第５表　有効積算気温法による収穫予測の検証

差の
平均
日数

低温遭遇
時　　間
（7.2℃）

差
(A)－ (B)

有効積算気温
法による収穫
予測日数 (B)

収穫まで
の日数
(A)

期間平均
温　　度

ふかし
開始日

№

519 2416.7１１/７1
527 3212.5１１/７2
617 2318.1１１/１０3
518 2317.7１１/１０4
316 1919.0１１/１０5
624 3013.5１１/１１6
827 3512.4１１/１１7
717 2417.9１１/１１8
518 2317.6１１/１１9
417 2118.0１１/１３10
328 3112.0１１/１９11
218 2017.7１１/１９12
219 2116.9１１/１９13
627 3312.4１１/２０14
725 3213.3１１/２９15
727 3412.5１１/２９16
430 3411.5１２/６17
337 409.8１２/６18

434517 2218.4１２/６19
618516 2118.8１２/１４20

516 2118.8１２/１４21
717 2418.6１２/１４22
217 1918.4１２/１５23
117 1818.5１２/１５24

637117 1818.8１２/１５25
856132 3310.8１２/２７26

132 3310.9１２/２７27
022 2214.7１ / ２28
217 1918.1１ / ２29
317 2018.1１ / ２30
427 3112.4１ / ４31
138 399.6１ / ４32
123 2414.1１ / ８33
029 2911.8１ / ８34

注）（B）＝ 270 ÷（期間平均温度－ 2.4）

5.0

3.6

1.5




